
難
解
叢

.
庭

園

都

市

に

就

い

て

・
-
…
・…
…
…
-
…
・…
…
・法
學
博
士

支

那

投

資

の

國

際

的

共

同

,
ポ
…
.・…
・.…
…
・..渋
墨
博

士

住

居

税

と

公

李

員

撫

…
…

…
…

・…
・.・・…
…

..法
學
樽
士

肚

會

政

策

よ

り

観

た

ろ

我

国

の

財

政
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・.法
學
構
士

人

糞

尿

の

國

盆

-
…

…
・…

…
…
…

・…

・…
…

法
學
博
士

マ
ル
ク
ス
・
唯
物
史
観

諭

生
産
・
意
義
.・-
蒙

里

植

民

地

の
労

働

政

策

…
ゲ…
…
…
…
…
…
・.・・…
.注
學
博
士

ベ

ン

チ

ー

の
組

合

肚

會

主

義

論

・.・…
…

…
..渋
墨
博
士

明

治

の
米

偵

調

節

…
レ
…

L
…
…
…
・…
…
…
法

學

士

海

運

と
困

民

経

済

…
…
・…
・…
…
・…
…

…
…
.
注

學

土

最

近

の
出

産

率

減

少

に
就

い

て

・…
…
・・…

.
文

學

士

田

島

錦

治

戸

田

海

市

耐

戸

正

雄

小

川

郷

太
郎

財

、部

静

治

河

、
上

筆

山

本
美

越

乃

河

、田

嗣

郎

本

庄

榮

治

郎

小
鼻

昌

太

郎

高

田

保

馬

醜 「
、
」



、

人

糞

尿

の

國

釜

財

部

静

治
.

」
.

、

「

前
世
紀

の
始
め
に
至
る
迄
、
.人

口
の
増
加
は

一
般

に
、

一
国

の
勢
威
及
文
化
増
進

の
兆

ご
想
は
れ
、
欧
洲
諸
鼠

政
府
は
、
出
来
み
丈
け
そ
の
増
殖
を
助
勢
せ
ん
ε
し
、
か
く
て

一
国
の
幸
編
は
、
國
風
口
敬
の
増
加
に
從
ひ
て
、

増
大
す

へ「し
ご
せ

る
か
決
め
に
、
土
地
の
生
産
力
か
、
紹
常
状
態

卑
下
人

口
壇
加
ヒ
、
歩
調
を
同
し
う
し
得
さ
る

に
至
る

へ
き
こ
&
に
付
て
は
、
何
人
も
疑
う
る
所
な
か
り
き
.、
此
時
機
に
際
脅

し
、
悲
観

の
傾
向
あ
る
學
説
を
説

き
出
せ
る
は
、
恰
も
英
國
経
済
學
正
統
派
の
嶢
將
な
り
、
而
も
り
ヵ
ー
ド
ゼ
か
分
配
論
に
聞
し
て
、
之
を
説
け
る

ヤ

も

も

ち

も

も

も

も

も

で

あ

る

ろ

ヘ

ヘ

カ

わ

も

や

ぬ

も

み

ヘ

ヘ

ヤ

に
反
し
、
.生
産
論
士
悲
観
的
思
潮
を
容
れ
、
人

口
増
加
の
勢
急
な
る
を
認
め
、
土
地
生
産
力
之
に
及
は
さ
る
を
憂

馨

、
肋
に
饗
脚
か
か
雰

か
、
卸
浴

蟄
慰

か
ひ
寡

慧
。い
か
謬

・
κ
鯉
沿
榔
い
姻
樹
獄
e
メ

ヅ
ズ

寧

盛

謬

鯵

募

霧

罫

ゲ
・
瀞

鼻

許
配

ぎ

ギ

藩

謬

が
穿

ガ
.・
罫

が
羅

ゲ
認

ヨ

も

も

や

カ

カ

も

ヵ

も

も

も

ヨ

ロ

つ

　

も

し

や

ゆ

や

た

セ

も

も

ぬ

も

も

も

き

て
.
.國

の
減

蕗
を
警
告

せ
る
は

、
實

に
凋

逸

の
學

者

リ
ー
ゼ

ヒ
其

の
人

な
り
、
乃

ち
氏

は
現
在

の
農

業
雛
螢

法

に
よ

り
て
は
、
生
産

煙
ら

る
.』
食
糧

の
分
量

、
人
證

に
増

さ

、
る
.の
み
な
ら
す

、
寧

ろ
時
を
経
る

に
從

ひ
、
必
然

人
糞
尿
の
国
益

.

.

、

第
九
塩

(第
顎

八
七
》

八
七

「



、

人
糞
尿
の
圃
征

第
九
巻

δ第
一
.號

八
八
)

八
入

減

す

へ
し
虚
し
、
か
く
て
増

せ
る
国
民

か
、
農
作
に

よ
り
最
早

充

分
な

る
食

糧
を
得

る
こ
ε
能

は

さ
る
時
期

、
著

し
く
早

ぐ
起
り

、
引

い
て
戦
争

及
飢
饉

の
爆
獲

ご
な

り
、
現
存
人

口
を
減

少
ぜ
し

め
、
そ

の
結
果

食
糧

に
不

足
を

告
げ

さ

る
か
如

き
、
程
度

に
及

ぼ
す

へ
き

や
、
期

も

て
待
グ

へ
し

左
し
な
り
。
政
頁

の
望

あ

る
を

認

め
し
を

以
て
、

純
然
た
審

蜆
論
著

評
し
去

る
は
、
酷
な
・
へ
し
轟

も
、
そ
の
論
旨
に
悲
観
の
傾
向
を
宿
せ
る
は
、

マ
ル
サ

ス
&
異

る
焦
し

、r
而

も
亦

マ
ル
ナ

ス
か
既

に
、
食

料

に
飴

り
に
重

き
を
置

き
、

一
国
入

口
の
増
減

に
及

燻
す
影
響

を

、
殆

ん

ご
之

の
み
に
締

せ
ん

ε
せ

る
の
趣

あ

る
に

、
り

ー
ビ

ヒ
は

そ

の
黙

に
付

、
.更

に

一
歩

を
進

め
な
り
、
乃

.

6

ち
氏
に
よ
れ
は
・
離

罠

の
興
亡
に
慰

事

へ
き
も

の
、

青

に
し
て
轡

に
、
歴
史
を
作

る
も
の
は
、
土
地
産

碍
力
.の
み
な
り
、
濫

作

寄

二
σ
び
曽
・
詳

言
す

れ
は
、

從
前

通

り

の
牧
穫

高
を
塁
け
し

む

へ
き
能
力
を
、
土
地

よ

り

.
奪

ひ
、
之

を
続

く

る
間

に
、
全
然

又
永
久

に
土
地

を

不
毛

な
ら
し

む

へ
き
耕

作
注
は

、
古
代

の
帝
国
を
浸
落

せ
し

め
π

る
ご
共

に
、
今

や
將

に
鹸
…近

諸
国

の
基
礎

を
、

危

う
せ

し
め

ん
ε
し

つ
㌧
あ
り

ε
し
な
か
、
氏
は

そ
の
當

時

第

一
流

の
化
學

者
だ
り
し

の
み
な
ら
す
、

そ
.の
著
警

極
め

て
精
到
叉

明
快

に
、
そ

の
警
告

を
宣
博

し
、
俗
人

に
も

亦
解

し
易

く
、
入
り
易
き

も

の
あ

り
し

ょ
り
、
多
方

面

の
注
目
を
惹

き
、
、
又
各
人
は

欧
洲

の
將
來

に
關

す
.る
、
氏

の
士
出張

の
重
大

な
る
を
量

る
の
外

な
か
り
き
、
今
比

熱

に
關

す

る
氏

の
所
説
を

、

そ

の

儘

借

る
こ
ε

＼
せ
ん

に

(
所
蔵

に
係

る
原
著

一浮

9

・
ヨ
δ

一三

竃

・
}

藷

監

晃

窪
「
〉
召

写
二
け・:

邑

男
♂
.琶

。
帯

ば
、
濁
逸
民
顯
市

に
抑
留
ぜ
ら

る
差

以
て
、

・
今
姑
ら
く
同
書
英
課

、【
.房

室

三
三

髪

.・
。
二

言

ぎ

ゴ
へ一『}、…

;

二

。一一・
3

、9

.3

薯

。
ω
意

い
。。
に
エ
ゑ

旧

く

冗



チ

不
偏
な
る
心
を
持
し
、
農
業

の
状
態
を
商
量

す
る
人
に
し
て
、
克
く
賢
明

な
ら
は
、
農
業
か
激
洲
に
於
て
達

し
得
允
る
階
段
に
付
、
.
一
刻
&
難
も
疑
を
挿
む
ご
ε
な
か
る
へ
し
、
吾
人
は
世
界
の
諸
国
諸
地
方
中
,
土
地

を
永
続
肥
沃
の
歌
態
に
、
恢
復
せ
し
む
る
這
這
を
忘
れ
し
も

の
は
、
凡
て
人
艮
最
大
密
度

の
頂
黙
に
達
せ
る

後
、・
荒
蕪
不
毛

の
状
態

に
没
落
す
、
夫
れ
歴
史
家
は
國
民
の
滅
轄
を
、
政
治
的
事
件
及
枇
會
的
原
因
に
聾

せ

ん

ご
す
、
素

よ
り
是
等
は
そ
の
結
果
を
生
む
に
、
預
り
て
力
あ
り
ε
す

へ
さ
も
、
吾
人
は
菰
に
疑
問
を
挿
み

得

へ
し
、
別
に
叉
」
層
深
玄

に
し
て
、
歴
史
家
に
よ
り
認
め
ら
れ
さ
る
原
因
あ
り
、
諸
国
民
の
生
活
上
、
此

事
件
を
惹
起
せ
し
も
の
な
ら
さ
る
か
、
又
諮
人
種
間
に
於
て
、
互
に
存
亡
を
賭
せ
る
戦
争
は
、
多
し

は
嚴
峻

な
み
自
己
保
存

の
法
則
に
本

つ
き
、
湧
き
出
て
し
に
非
す
や
と
、
素
よ
り
皮
想
な
る
観
察
者

抵

、
或
は
映

せ
ん
、
国
民
は
汰
ε
回
し
く
、
少
よ
り
老
に
入
り
、
次

い
で
死
滅
す

る
も
の
な
り
ご
、
さ
れ

こ
そ
の
纏
過
を
、

.
今
少
し
く
審
か
に
検
査
せ
ん
か
斗
吾
人
は
看
取
す

へ
し
、
自
然
か
土
地
に
宿
せ
る
、
人
類
維
持

の
諸
候
件

は

極
め
て
制
限
せ
ら
れ
、
直
ち
に
耗
鑑
さ
る

へ
き
こ
と
を
、
か
く
て
又
地
上
よ
り
亡
ひ
行
き
し
諸
國
民
は
、
是

等

の
諸
.悠
件
を
、
如
何
に
擁
護
す

へ
き
か
を
解
せ
さ
り
レ
か
な
め
に
、
自
ら
そ
の
墳
墓
を
掘
れ
る
こ
と
を
畳

る
べ
く
、
.之
に
反
し
て
生
存
め
是
等
諸
候
件
を
、
擁
護
す
.る
の
途
を
解
せ
し
諸
国
民
、
假
令
は
支
那
及
日
本

」

は
、
死
せ
さ
る
を
畳
ら
ゐ
ゆ
土
地
自
然
の
肥
度
に
つ
き
て
は
、
人
力

の
及
ふ
所
に
罪
す
ご
雌
も
、
そ
の
肥
度

の
生
命
は
、
人
意

の
力
以
内

に
あ
り
、
.一
国
民
か
肥
度
引
緩
き
、
遍
減
レ
行
く
国
土
に
.頼
り
、
漸
次
に
滅
落

人
糞
尿
の
國
盆

第
九
巻

(第
一
號

入
九
〕

八
九



人
糞
尿
の
國
釜
.
.

.

第
九
巻

(第

一號

九
〇
)

九
〇

し
行
く
や

、
或
は
強

大

な
る
人
種

な

る
か
穴

め
に
、
生
存
僚
件

に
富

め

る
、

一
國
土

に
就

き
、

そ

の
土

地
を

亡

ぼ
し

て
、
之

に
代

る
こ
ε
に
よ
り

、

そ
の
生
存
を
維
皿持

す

る
や
、

二
者

大
に
異

る
か
如

き
も

、
そ

の
最
終

結

果

に
於

て
は
、
相
去

る
こ
.ご
遠
か

ら
ず

.

ε
、
.次

に
隊
洲

に
於

け

る
、
人
糞
尿
利
用

の
實

例
を
引

き
、
そ

の
要
度

を
諭

し
て
曰
く

箭

掲
書
二
七
四
、
二
七
五
頁

審

照

)
.

.

.

.

.

.

諸
都
市
住
茂
杢
部

の
人
糞
尿
を
、
少
し
の
損
失
な
く
し
て
、
悉
て
蒐
め
取
り
、
次
い
で
そ
の
内
よ
り
、
各
農

民
か
そ
の
初
霞

都
市
に
供
給
せ
る
産
物
を
本
ε
し
て
、
生
せ
し
部
分
禦

そ
の
農
民

の
還
す
の
途

あ
り
ε

せ
ん
か
、
土
地

の
生
産
力
は
、
將
來
幾
年
代
を
通
し
、
殆
ん
.ご
殿
損
な
く
維
持

さ
れ
得

へ
く
、
叉
肥
沃
な
る

各
農
場

に
、
現
存
せ
る
鑛
物
質

の
貯

へ
は
、
増
加
し
行
く
人
口
の
欲
望
を
.
硲
に
充
π
し
て
鯨
り
あ

る
へ
し
、

兎
に
角
今
日
、
土
地

か
栽
培

さ
れ
な

る
作
物
を
養
ひ
し
、
鑛
物
質

の
損
失
に
付
、
適
當
な
る
肥
料
の
適
量
を

施
し
、
之
か
補
填
を
個

る
農
民
数
、
全
農
民
K
比
し
て
輕
微
螺
る
に
打
は
ら
す
、
そ
の
貯

へ
は
、
今
省
国
民

の
欲
望
を
充
な
す
に
足
れ
り
、
さ
れ

巳
今
日
無
分
別
に
し
て
、
地
力
還
元
の
大
自
然
法
は
、
自
己
の
農
場
に

・適
用
さ
れ
す
ε
、
信
ず
る
人
々
の
眼

に
も
、
是
等
鑛
物
質
の
貯

へ
不
足
せ
る
こ
ご
、
可
な
り
重
要
視
さ
る

へ

き
時
期
は
、
.晩

か
れ
早

か
礼
楽
ら
ん
、
而
し
て
此
黙

に
關
す
る
親

の
罪
は
又
、
そ
の
子
に
至
り

て
翻
せ
ら
れ

.

.〃
、
此
種

の
事
項
に
關

す
る
積
年
の
悪
習
は
、
蝕
り
に
根
深
き
か
な
め
に
、
吾
人

の
一見
制

断
を
晦

ま
せ
易
.



.

し

、
堆
肥
に
落
下

す

る
.雨

は
、
莫

大

の
銀
貨

を
洗

ひ
去

る
こ
ご
、

又
今
日
家
及
村

の
里
道

の
室
氣

を
毒
害

す

へ
き

も

の
を
、
そ

の
農
場

に
遷

す
を
得

は
、

一
層
有
利

な

る

へ
き

こ
ご
は
、
.最

も
暗
愚

な
る
農
民

も
、
熟

知

せ

る
所

な
れ

ε
、
彼

は
之

に
頓
着

せ
す
、
諸
物
質

か
由

來
常
に

、
成
行

く
儘

に

成

行

け
り

ご

の

理
由

に
よ

b
.、
之

を
成

行
く
儘

に
放
任

す

ε
、
か
く
て
叉
普
國

の
東

亜
探

検
族
行
員

禺
・
ζ
鐸
9
・
の
、
本
邦
施

肥
注

を
讃

翻

せ
し
寛

一
八
六

二
年

の
獲
表

に
係

る
報
告
書

を
牧
録

リ
セ
リ
。

而
し

て
英

繹
者

も
亦
、
序
言
中
説

い

て
曰
く

、

人

糞
尿

は
田
舎
よ
り

、
責

ら
れ
た

る
穀
物

の
み
な
ら
†
、
家
畜

に
含

ま
れ

し
鑛

物
質

「
切
を
含

む
、
吾

人

に

し
て
、
若

し
是
等

の
人
糞
尿

を
、
土
地

に
還
し
得
た
b

ε
せ
は
、

動
植
物

生
存

條
件

の
、
完
全
循

環
は
遂
げ

ら

る

へ
く

、
農
場

は
永
久

肥
沃

の
状
態

に
保

穴

る

へ
し
、
此
問

題

は
支
那
人

及
日
本
人

に
よ
り

解
決
せ
ら
れ

投
b

、
族
行

家

に
よ
り
記
述

せ

ら
る

、
か
如

き
、
支
那

の
田
園
生

活
、
井

に

マ
ロ
ン
の
筆

に
な
る
、
日
本
農

法

に
關

す

る
報
告

は
、
如

何

に
人
糞
尿

利
用

に
長
せ

る
こ

ε
を

、
語
れ
り

ε
す

る
も

、
吾

人
は
之
に
促

さ
れ

、

是
等
東
洋
人

の
方

案

に
よ

れ

る
、
農
事
改
頁

を
望
ま
し

む

る
に
至

ら

さ

る

へ
し
、
そ

の
施
肥
法
如

何

に
貴

ふ

へ
し
&
す

る
も
、
輓
近
文

明

の
要
求

あ

る
か
な
め
に
、
家
庭

の
あ

ら
ゆ

る
快

樂

を
犠
牲

ε
し

て
、
之

を
買

ふ

か
如

き
は
許

さ

、
る

へ
し

ε
、
兎

に
角

是
等
學
説

を
生
む

の
、
土
毫

こ
な
り
し
は

、
化
學

の
原

理

に
あ
り
、

ソ
ー
ゼ

ヒ
は
之

か
立
謹

を
歴

史

及
統
計

に
求

め
、
そ

の
結

論
は
纒
滑
止
政

治
上

重
大

の
關
係

あ
b

、

從

ひ
て
肥
料

論
文
ば
所
謂
地

力

維

持

論

人
糞
尿
の
団
益

、
.

第
伽
巻

〔第

】
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九
一
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、

人
糞
尿
の
鬮
引.論
.

」

第
九
巻

{第
}
號

九
二
)

九
二

しn
斤p
穿

の
見
地

よ
り

、
氏

の
根
本

原
理

を
評
論

し
て

、

そ

の
所

謂
鑛
物

読

の
.不
備

、
#

に
施
肥

に
聞

す

る
化

學
的

愛

化
及
生
物
學
的
攣
化

の
、
該
要
を
瞥
見
し

、
引

い

て
氏

の
諸
結

論
に
付

、
脛
濟

よ

の
評
論
を
施

す
は
、
意
義

な

し

ご
せ

さ
る
も

、
吾

人

か
本
論

に
於

て
問

は
ん

ご
す

る
は
、
藪

に
罪

す

↓
て
、
人
糞
尿

の
利
用

に
あ
レ

、
而
も

り

ー
ビ

ヒ
の
所

説
を
中
心

ε
し

て
ヤ
評
論

ぜ
ん

ε
す

る
に

は
あ

ら
て
、
本

邦

に
於
け

る
利
用

及

そ

の
推
移

の
、
本
邦

國
民
経
済
上

に
於

け

る
意
義

を
、
聯

か
究

め
ん

ε
す

る
に
あ
b
。

一
一

」

セ
ウ

ベ
ソ
ト

バ

天
保
八
(
一
入
三
七
)
年

の
序

を
付

せ
し
都
繁

昌
記
中

、
擢
尿
漢

の
説

明
に
曰
く
、
「
孕
安

大
数
十
萬
家

、
工
商

十
居
二

七

八

↓
.蚤
興
邊
罧

、」

「整

二
頓
其
所
ワ
溺

、
街

奴
(俗
構
・番
戸
、
番
太
こ
亦

己
破
レ曉

清

二
中
衛

↓
不

レ留
二
寸
芥

黙
塵

↓
坦

セ
ウ
ペ
ン
タ
ゴ

々
蕩

々
、
似
下
爲
二
我
都

潔
浮

可
℃見

二
於
此

一巻
b
爾

特

有
二
賎
夫

↓
捲

二
尿

桶

一
蔓
及

小
籔

↓
盛
以
二
時
.新

薬
疏

輔

公
然

高
瞬
過

、
其
言
意

且
略
、
所

レ謂
侏

離
鴃

舌
、
頗

不

レ可

レ繋

、
諦
聴
則
小
二
便

十
大
根

↓
小
一一便

干
茄

子

哨
小
二

便

干
菜

一等
之
語

、
而

要
二
以

し之
相

換

一算
、
所

以
其

諸
菜

、
総

目
一乏

換

物

一」
ε
、
か
く
其

の
場
其

の
場

の
取
引

や
あ
ヘ
オ

ト
ナ
シ
ヤ

ト

を
な
す
も
の
以
外
、
別
に
叉

「
有
二
一
等
差

穏
貼
之
櫓
出原
漢
噛
雅

與
二
其
家

一黙
識
、
.断
二
定

一
年
換
物
↓
毎

レ脛
ニ

コ

へ

三
四
朝
↓
必
來
汲
=甕
尿
一芸
、
特
包
臘
月
前
後
↓
始
聾

邊

蘿
蔔
蕪
菁
之
類
撒
播
↓
」
宣
し
、
同
様
に
又

「
至
二
持
厨

漢

一亦
然

、
以
下
尿
嚢
貴
中
千
原
上
故
、
或
報
以
二糯
米
↓
蓋
供
一一歳
樵
之
用

】也
、」
ε
説
き
、
更
に
糞
尿
を
利
用
せ
る

階
級
、
誰
捉
る
か
を
示
さ
ん
遠
し
「
此
等
皆
都
門
外
農
佃
之
所
レ
業
、
山
城

一
州
稼
穡
、
概

出
二
此
糞
培
↓
」
ご
云
ひ
、
.

特
例
ご
し
て

「如
二
伏
見
左
右
村
民

「
距
レ京
稽
遠
、
搬
二屎
尿

}老
梅
托
一一之
高
瀬
川
船
漕
之
蹄
樟
門
満
載
数
十
桶
、



噛

,

臭
気
起
ソ
風
、
順

レ流
而
下
」
る
ε
説
き
、
常
時
既
に
幾
分
か
複
雑
な
り
し
、
都
鄙
経
済
交
互
寄
頼

の
關
係
を
、
雅

致
多
一
叙
述

し
、
別
に
叉
前
記
臨
機
の
物

々
交
換
上
、
常
時
の
京
都
に
於
け

る
嬢
姐
、
嬌
紅
冶
粉
を
凝
ら
し
乍
ら
、
」

一
二
穎

の
茄
子
を
も
荷
孚

ひ
、
主
張
容
れ
与
れ
す
ん
は
、
愼
り
て
桶
を
傾
け
、
還
漏
せ
し
む
る
も

の
あ

る
を
示
し
、

之
を
許
し
て

「皆
有
三
尽
様
燗
雅
之
態
↓
量
櫃
レ事
二
口
氣
於
年
構
残
尿

一哉
、

是
無
ン他
都
俗
蓄
脅
、

節
二
縮
百
{罫

之
所
レ由
、
.與
下江
戸
人
随
庭
放

レ尿
去
、
・不
二
敢
顧

「之
酪
鄭
氣
象
上
大
異
、」
ε
し
な
り
、
こ
の
特
殊
評
論
を
聞
く

の

み
に
て
も
術
、
現
時
に
於
け
る
両

京
糺肌
會
事
情

の
萬
般
に
照
し
て
、
.興
味
津
々
＼把
る
も

の
あ
り
、
而
し
て
右

一
編

の
骨
子
な
る
叙
説
は
、
や
か
て
従
来
に
於
け
る
本
邦
経
済
關
係

の
構
成
を
、
指
摘
す
&
吉

ひ
得

へ
き
も
の
あ
り
、

實
に
我
國
の
農
業
は
、
米
を
常
食
ご
し
、
魚
類
を
副
食
物
ε
せ
る
滑
費
者
の
綿
に
よ
り
、
人
糞
尿
を
仰
ぎ
だ
る
&

し

り

ゐ

へ

し

ヘ

ヘ

ヨ

も

ヘ

へ

ち

も

あ

も

も

ヵ

を

共

に
、
魚

肥

を
需

用
す

る
こ
ε
影

か
り

き
、
羅

済
眼
三
三
入
貢
参
照
〕
都

ご
田
舎

ご

の
間

、
又
陸

ピ
水

ご

の
問

、動
植
物

霧

寒

露

落

磐

・塞

罫

レ
寒

ゲ
か
強

熱

慰

窪

事

ギ

。
而
も
亦
時
勢
推
移
し
、常

う

ヵ

ヘ

セ

も

し

や

カ

も

も

み

し

ヘ

カ

へ

し

も

ね

ヘ

コ

ヘ

ロ

セ

ヤ

ヵ

　

で

も

い

ヵ

ヤ

ロ

も

も

も

ヘ

エ

う

み

ヨ

へ

の
膨
脹
弁
に
之
に
伴
ふ
郊
外
村

の
膨
脹
及
宅
地
化
あ
り
、
市
内
及
郊
外
交
通
機
關

の
完
備

ご
な
り
、
農
家
に
於
け

寒

露

欝

雰

慰

事

ゲ
・
馨

璽

脚
都
嬰

罫

罫
婁

か
懇

峯

躯

が

、
晃
想

虚

働
」
で
沿
畢
純
附
係
を
勘
で
・
恥
聯

か
節
静
跡
ゆ
旋
か
か
紳
㈱
響
濟
開
辮
を
・
譜
炉
瀞
ひ

働
…か
ゲ
に
至
ヅ
、
麓
罠

の
衡
都
、
.農
村

の
人
手
彿
底
、
.都
市
勢
働
者
問
題
同
様
、
国
歌
上
極
め
て
重
現
す

へ
き
、
諸
問
題
を
湧

か
し
め
つ

b
つ
あ
り
、
人
糞
尿

に
国
益
起

る
の
能
あ
る
は
、
依
然
だ
り
ε
誰
も
、
之
を
國
盗
穴
ら
し
む

へ
き
や
、
磨
物
否
始
末

に
困

る
へ
き
も

の
穴
ら
し
む
る
や
、
人
の
事
功
に
よ
り
て
之
を
決
す
へ
き
、

一
新
事
情

は
加
は
り
来
れ
り
。

人
糞
尿
の
國
釜
.
.
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